
家
電
製
品
の
消
費
電
力
削
減
は
目
覚
ま
し
い
。
旧

型
の
製
品
と
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
削
減
量
が
大
き

い
の
は
、
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫
で
あ
る
。
約
四
〇
パ

ー
セ
ン
ト
の
省
エ
ネ
運
転
を
行
う
機
能
を
持
っ
た
エ

ア
コ
ン
や
、
一
年
前
の
製
品
に
比
べ
年
間
電
力
消
費

量
が
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
低
減
さ
れ
た
冷
蔵
庫
な
ど

が
製
品
カ
タ
ロ
グ
で
う
た
わ
れ
て
い
る
。
消
費
者
が

新
製
品
に
買
い
替
え
る
と
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
と
同
時
に
需
要
増
に
よ
る
日
本
経
済
発

展
の
効
果
が
あ
る
。
し
か
し
、
容
量
の
大
き
な
新
製

品
に
買
い
替
え
る
と
、
消
費
電
力
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
世
界
に
眼
を
向
け
る
と
、
今
ま
で

富
裕
層
に
偏
っ
て
い
た
開
発
途
上
国
の
電
化
製
品
需

要
が
、
莫
大
な
人
口
の
中
間
層
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
。
こ
の
新
し
い
需
用
に
対
し
て
は
、
最
先
端

の
省
エ
ネ
製
品
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

も
な
い
と
、
大
量
の
消
費
電
力
増
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
る
。
こ
の
需
要
に
応
え
よ
う
と
す
る
家
電
製
品

製
造
企
業
の
省
エ
ネ
に
対
す
る
理
念
が
問
わ
れ
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
省
電
力
、
小
型
化
も
著
し
い
。
パ
ソ

コ
ン
の
能
力
を
比
べ
る
一
般
的
な
指
標
は
メ
イ
ン
メ

モ
リ
ー
の
容
量
で
あ
る
。
数
年
前
は
五
〇
〇
メ
ガ
が

標
準
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
八
倍
に
相
当
す
る

四
ギ
ガ
が
普
通
に
な
っ
た
。電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
、
ワ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
資
料
を
作
成
す
る
程
度
の
使
用
で
は
、
メ
モ
リ

ー
一
ギ
ガ
の
パ
ソ
コ
ン
で
十
分
で
あ
る
が
、
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ
番
組
の
保
存
、ビ
デ
オ
画
像
の
編
集
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
、
高
解
像
度
の
動
画
送
受
な
ど

の
作
業
を
行
う
に
は
、
四
ギ
ガ
の
メ
モ
リ
ー
を
持
つ

パ
ソ
コ
ン
が
欲
し
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

作
業
で
は
大
量
の
デ
ー
タ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
さ
れ
、
光
ケ
ー
ブ
ル
回
線
を
経
由
し
て
世
界
中
を

駆
け
巡
る
こ
と
に
な
る
。
送
受
信
す
る
デ
ー
タ
の
や

り
と
り
を
繋
い
で
い
る
機
械
が
「
ル
ー
タ
ー
」
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
個
人
利
用
者
の
増
大
に
よ

り
世
界
中
の
個
人
用
「
ル
ー
タ
ー
」
の
数
は
莫
大
な

数
字
に
な
り
、単
体
の
消
費
電
力
は
少
な
い
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
大
変
な
数
値
に
な
る
。

各
国
政
府
や
民
間
企
業
の
大
容
量
デ
ー
タ
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
カ
ー
ナ

ビ
は
宇
宙
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
三
〇
個
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛

星
と
信
号
の
や
り
と
り
を
行
う
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
レ

ジ
と
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て

直
結
し
て
い
る
。
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で

は
、
ド
ク
タ
ー
が
書
き
こ
ん
だ
デ
ー
タ
は
即
刻
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
時
差
を
利
用
し
て
常
時
働
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
大
口
ユ
ー
ザ
ー
は
自
前
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
、
そ
れ
ら
は

予
想
さ
れ
る
最
大
負
荷
の
も
と
で
も
停
止
し
な
い
よ
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途
上
国
の
電
化
製
品
需
要
が

大
量
の
消
費
電
力
増
に

Ｉ
Ｔ
機
器
は
電
力
を
貪
り
食
う

怪
物
に
育
ち
つ
つ
あ
る



う
な
余
裕
の
あ
る
大
規
模
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
空
調
設
備
や
無
停
電
装
置

が
整
備
さ
れ
た
耐
震
構
造
の
建
物
の
中
に
入
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
災
害
に
備
え
て
、
離
れ
た
場
所
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
消
費
す
る
電
力
は
膨
大
な

も
の
に
な
る
。
経
産
省
の
資
料
で
は
二
〇
〇
六
年
か

ら
二
〇
二
五
年
へ
の
Ｉ
Ｔ
機
器
消
費
電
力
増
加
の
予

測
値
は
、
原
発
二
〇
基
に
相
当
す
る
と
い
う
。
ち
な

み
に
日
本
の
原
発
は
二
〇
〇
五
年
で
三
五
基
が
運
転

中
、
一
三
基
が
建
設
・
計
画
中
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
機
器

は
、
人
が
行
っ
て
き
た
単
純
な
作
業
を
、
正
確
に
か

つ
敏
速
に
代
行
し
て
く
れ
る
便
利
な
機
械
で
あ
り
、

我
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
電
力
を
貪
り
食
う
怪
物
に
育
ち
つ
つ
あ

る
の
だ
。

Ｉ
Ｔ
機
器
の
消
費
電
力
を
削
減
す
る
方
策
は
真
剣

に
検
討
さ
れ
て
お
り
、「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
サ
ー
バ
の
大
部
分
を
専

門
業
者
（
ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
が
持
つ
こ
と

と
し
、
ユ
ー
ザ
ー
は
端
末
シ
ス
テ
ム
と
最
低
限
の
サ

ー
バ
だ
け
を
持
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し

て
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
接
続
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
デ
ー
タ
処
理
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ

生
し
た
と
き
に
、
い
か
に
対
処
す
る
か
な
ど
ユ
ー
ザ

ー
が
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
、
形
式
的
に
は
米
国

商
務
省
の
管
轄
下
に
あ
る
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
雲
の
中
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
て

い
る
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
Ｉ

Ｔ
関
連
経
費
の
削
減
、
開
発
期
間
の
削
減
、
省
エ
ネ

と
、
非
常
に
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
リ
ス

ク
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
、
企
業
の
最
高
経
営

責
任
者
に
と
っ
て
は
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。一
方
、

電
力
事
業
者
は
、
将
来
計
画
策
定
に
さ
い
し
て
Ｉ
Ｔ

機
器
の
消
費
す
る
電
力
を
ど
の
よ
う
に
予
測
す
る
か

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題

は
我
々
消
費
者
の
生
活
に
直
接
関
係
し
て
く
る
大
問

題
で
あ
る
。
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技術者からの視点

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
光
と
影

必
要
が
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
開
発
・
維
持
・
更
新

作
業
を
行
う
た
め
の
Ｉ
Ｔ
関
連
部
門
の
人
材
を
、
よ

り
先
端
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
投
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
Ｉ
Ｔ
関
連
部
門
を
持
た

な
い
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
、「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
先

端
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
雲
の
中
に
あ
る
部
分
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
管

理
で
き
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
の
で
、
ユ

ー
ザ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
た
場
合
に
、
ユ

ー
ザ
ー
は
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
か
と
い
う
心
配
が

あ
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
が
持
つ
の
で
、
機
密
情
報
保
全
面
の
リ
ス
ク
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
合
意
し
た
回
線

稼
働
率
を
保
証
し
て
く
れ
る
が
、
万
一
、
障
害
が
発

ー
タ
ー
が
、
雲
（
ク
ラ
ウ
ド
）
の
中
に
隠

れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
の
で
、

慣
用
的
に
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
が
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
を
持
つ
こ
と
に
よ

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
サ
ー
バ
の
稼
働

率
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
も
効
率
化
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
全

体
と
し
て
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
が
得
ら
れ

る
。ユ

ー
ザ
ー
は
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
採
用
す
る
と
、
今
ま
で
、

す
ぐ
に
時
代
遅
れ
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
持
つ


